
行っている為、実際に現場で行われて

いる衛生対策を含め、私達の身の回り

の感染症対策を考えました。手指の菌

を培養し、どれほどの菌数があるか実

際に確認したり、また蛍光塗料を利用

して、手洗いでどれほどよごれが落ち

るか再確認したところ、子供たち皆

しっかり洗っているつもりでも、汚れ

れが落ちていない現実に驚き、なぜ手

洗いが大切かを実感していました。 
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子供たちからの贈り

物 
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目次目次目次目次    2009年9月25日金曜日より５回に渡

り、小学生の環境事業勉強会が行われ

ました。立川第六小学校より依頼頂

き、小学校の授業内において未来を創

造するこれから時代に向けて子供たち

に地球環境保全を中心に環境事業を理

解してもらえるよう勉強会を行いまし

た。 

 

第一回目感染症対策第一回目感染症対策第一回目感染症対策第一回目感染症対策    
第一回目は2009年大きな社会問題と

なった「新型インフルエンザ」です

が、感染症対策について勉強しまし

た。豚の品種改良によって発生した可

能性のあるブタインフルエンザでした

が、子供たちは現在進行形のこの問題

を大変興味を持ち、専門員の説明を一

生懸命聞いていました。大変勉強意識

が高く、少し難しいところもありまし

たが、 

東京都指定の感染症救急隊でもあり、

食品製造加工工場や、医薬品工場、医

療現場など高度な清潔区域での対策も
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第二回目第二回目第二回目第二回目    

2009年10月9日金曜日第２回を行いま

した。前回手指の菌を採取し、培養し

ていましたが、その培地は2週間の期

間で培養しました。子供たちは自分の

一口一口一口一口コラムコラムコラムコラム    

２００９年世界を襲った新型

インフルエンザ（Ｎ１Ｈ１）

はメキシコを基盤として世界

に広まりました。当初、トリ

インフルエンザが次期新型と

して懸念されていましたが、

トリほど毒性は高くないブタ

由来のインフルエンザが新型

となりました。メキシコは豚

肉の需要が高く、品種改良を

行う為、様々な品種の豚を掛

け合わせ、その中で、インフ

ルエンザも新型化されたとも

言われています。 

小学校への環境教育 

手指菌を採取し培養する説明。 

指についていた菌の培地をみてびっく

りしたいました。 

食品安全についてのエコア業務内容で

は、様々な食品事故がある中、食品衛

生はどのようにされているのか？エコ

ア業務での内容をパワーポイントで展

開していきました。食品を材料仕入れ

から、加工、パッケージ詰め、倉庫、

店頭、消費者までの流れ全てに検査が

必要です。又、工場内をきれいにする

だけでなく、作る人の衛生状態や、衛

生知識なども食品の安全につながりま

す。子供たちはそのつど「すごい！」

「そうなんだ！」と声を上げ、驚きな

がら聞いて頂けました。 

手指菌を採取。 

ҭ฀ڭڥ؀



第三回第三回第三回第三回    

2009年10月16日金曜日勉強会3回目を行いました。

今回は建築物の安全についてです。前回の食品衛生

についてのおさらいで、皆さんしっかり理解して頂

いているようです。今日はいつもの研修室は実際の

食品会社の研修が入って

いたこともあり、反対側

にある別室にて講習を受

けていただきました。当

日は偶然、立川市議の福

島正美さんがいらしてお

り、短時間ですが、見学

されていました。私達は

生活のほとんどの時間は

建物の中にいます。建物

が安全でない大きな事故

になります。様々な事故の例を取り上げてみまし

た。設備点検の大切さや、建築物の耐震強度、給排

水のしくみなど、具体的にお話しました。メタンガ

スの爆発事故や、エレベーター事故。私達の身の回

りでは、メンテナンスを怠った為様々な事故が発生

していることを踏まえ、メンテナンスの大切さを学

びました。 

また、この日は、２０１０年より開設されたエコア

環境検査センターへ行き、現場を見学しましたどの

ように検査がおこなわれているか子供たち全員興味

深々で見学してきました。デジタル顕微鏡ではダニ

や髪の毛の表面などを観察しました。色々な害虫の

標本を見てきました。 
 

第四回第四回第四回第四回    

2009年11月13日金曜日勉強会４回目。ずいぶん寒さ

も増して、そして、今年大流行の新型インフルエン

ザにもまけず、みなさん元気に参加して頂きまし

た。 

今回も建築物についてのお話ですが、今回は、建物

と環境についての話でした。地球温暖化が叫ばれる

中、CO2排出量２/３ともいわれる膨大な日本のCO2

を排出している原因でもある建築物。できるかぎり

環境負荷の少なくする為、建物のトータルライフコ

ストを考えてみました。 

建物が出すCO２はどれくらいを占めると思います

か？質問に対し色々な意見がでました。建築物に

よって排出するCO２は国内の３分の１を占めます。

皆さん一生懸命考えながら建築物と環境について学

びました。建物が地球環境にかける環境負荷とうい

うものが、ものすごく大きいことであることを学び

ました。   

建物建物建物建物がががが出出出出すすすすCOCOCOCO２２２２はどれくらいはどれくらいはどれくらいはどれくらい

をををを占占占占めるとめるとめるとめると思思思思いますかいますかいますかいますか？？？？    
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耐熱塗料でエネルギー削減できる。 
水質を向上させるエコアクアで浄化水を作ります。 



１１月２０日金曜日。今回が最後の勉強会となりま

した。最後にエコア全ての業務に関連する地球環境

について考えていきました。地球環境を理解するの

はまず、地球の歴史を知ることから始まります。

元々は地球のほとんどがCO２だった頃から少しずつ

酸素は増え、植物、生物の生息できるようになった

地球を人類が始めて自然以外のものにより温室効果

ガスによる急激な気温の変化が測定されました。地

球や生物の歴史、氷河期や爆発をくりかえしてきた

地球の歴史に子供達は興味深々でした。  

地球の歴史、人類の歴史、そして地球環境について

順に考えることにより、現在の状態をざっくり把握

できます。日本では公害から地球環境の保護が考え

られるようになりました。現在CO２削減数値目標を

各国が立てる中、温室効果ガスはメタン、オゾン、

水素など、他のものもあるが、人類が努力して削減

できるガズがCO2であったことより削減努力が始

まった事など、なぜ削減なのか？どの方法ががよい

のかなどを皆で話合いました。  

第五回第五回第五回第五回    

現在の地球環境の状態が

どのようなものかは、現

在の状態だけでは判断で

きません。過去のあらゆ

るデータを認識し、その

上で今なにをすればよい

か考える事が必要です。

様 々 な 過 去 の 歴 史 を 知

り、今後の対策を考える

事が大切です。今その事

を一番知ってもらいたいのは、未来を創造していく子供た

ちなのです。 

今回、小学校６年生の子供あたちがエコアに来て様々な勉

強、実験を通してあらゆる角度から環境を学びました。子供

たちと話し合うことで、子供達はいつもバイタリティ溢れ、

探究心と研究心に溢れていることが解りました。また、子供

たちの知識を吸収する力はとても早く、毎週のおさらいテス

トでもとてもよい成績ばかりでした。 

これから、私達は地球環境を保全する為に今までとは全く違

う社会を迎えることになります。温暖化となっていく地球変

化の中で、温暖化対策、低炭素社会、３Ｒ、クリーンエネル

ギー導入そして排出権取引も現実化の目処がつき始めまし

た。これらの環境への対策はものすごいスピードで日々変化

しています。様々な対策の中で、本当に必要とされる物はな

にかを私達は見極めなければいけません。 

子供達子供達子供達子供達のののの未来未来未来未来にににに向向向向けてけてけてけて    

本当本当本当本当にににに必要必要必要必要とさとさとさとさ

れるれるれるれる環境対策環境対策環境対策環境対策はははは

なにかなにかなにかなにか？。？。？。？。    
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歴史を振り返り地球環境を学ぶことが大切です。 

地球の大きさ、宇宙の広さを知ってもらう為にイームズ

の「パワーオブ１０」というショートフィルムを見ても

らいました。これは10の冪乗極大百万光年から、微細

素粒子の世界をおよそ８分程度のショートフィルムで

みるのですが、子供たちは大変好評でした。 

 

最後にエコア会長（当時社長）の宮澤公廣より、勉強

会修了証をお渡ししました。 

 

長いようで短い勉強会でしたが、とても充実し、また

新しい発見ができたことと思います。 



勉強会を終え、２週間ほどたったある日、子供たちがお礼の手紙を届けてくれました。 

子供子供子供子供たちからのたちからのたちからのたちからの贈贈贈贈りりりり物物物物    
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